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RPA ツール WinActor®Ver.7.2.0 販売開始 

利便性を向上し初心者がつまずかずに使いこなせる新機能を充実 
～ノーコードでシナリオがサクサクつくれる「WinActor Storyboard」搭載～ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

 

 
 

 

 
 

 
 
 
■WinActor Ver.7.2.0 の新機能 
(1) 初心者向けノーコードエディタ「WinActor Storyboard」 

直観的な操作でシナリオ作成できる、全く新しい開発環境です。本機能

の追加により、ユーザーのスキルレベルに応じて 3タイプのシナリオ開発

環境中から最適なものをお選びいただくことが可能になりました。 

 

 

図 1：WinActor Storyboard 画面イメージ ▶ 

NTT アドバンステクノロジ株式会社（以下：NTT-AT、本社：神奈川県川崎市、代表取締役社長：木村丈治）

は、RPA ツール WinActor の最新版 Ver.7.2.0 を 1 月 27 日から販売開始します。 
新型コロナウイルスの感染防止とビジネスを両立させる新しいワークスタイルを目指す企業が増え、大企業だけ

でなく中堅中小や自治体などへも RPA の活用シーンが広がり、WinActor の導入企業数も 6,000 社をすで

に超えました。その一方で利用者の裾野拡大にともない、自動化させる PC 操作内容をシナリオ化するシナリオ

作成スキルや IT スキルの不足が課題となってきています。 
WinActor は発売以来、エンジニアではない現場の担当者でも使いこなせる「現場フレンドリー」な RPA を追求

しつつ機能を充実してまいりました。このたび販売開始する Ver.7.2.0 では、初心者の方でもわかりやすく、直観

的に部品を並べるだけで簡単にシナリオ作成できるノーコードエディタ「WinActor Storyboard」を搭載しました。 
さらに、従来のフローチャートで活用できるサンプルシナリオや 1,600 種類以上のライブラリをダウンロードしご

利用いただける「WinActor Brain Cloud Library」により、より簡易で効率的にシナリオ作成ができるようになりま

した。加えて、ユーザーインタフェース（UI）や操作性の改善、これまでご要望の多かった多数の機能の追加によ

り、利便性向上と自動化領域の拡大を実現いたしました。 
これらの新機能により初心者から上級者まで、幅広いユーザーのスキルにマッチした最適な自動化環境をご利

用いただくことが可能になりました。 
なお、WinActor は一般社団法人“科学技術と経済の会”が主催する「第 9 回技術経営・イノベーション大賞」

の「選考委員特別賞」を受賞しました。これは「何にでも（利用できる）」「誰でもすぐに（始められる）」など導入への

敷居が低いことや、自治体への無償提供によりコロナ禍における自治体の業務効率化支援をしたこと、および単

純な反復作業を軽減し創造的な業務へシフト＝次のイノベーションの礎を作ったことが評価されたものです。 
新しいWinActorは高度化・多様化するお客様のビジネス環境に最適な自動化環境を提供するとともに、AIな

どの技術を組み合わせて、ニューノーマル時代において求められるお客様の新たな DX（デジタルトランスフォー

メーション）を推進し業務効率化に一層貢献してまいります。 

シナリオポッド 



【特長】 

●作業単位ごとにあらかじめ用意された部品である「シナリ

オポッド」を直観的に選択し並べるだけの分かりやすい UI 

●シナリオ作成作業からプログラミング的要素を排除 

●従来のフローチャート形式にも変換可能 

 

 

                       図 2：3 タイプのシナリオ開発環境 
 

(2) 「WinActor Brain Cloud Library」のコンテンツ充実 
クラウド上のコンテンツを閲覧・検索し、標準エディタ向けのライブラリ・シナリオ・インストーラー・マニュアルをダウ

ンロードできるプラットフォームです（図 3）。シナリオ作成に便利な 1,600 種類以上のライブラリから必要なものを

検索し簡単にシナリオに組み入れることが可能です。また、Cloud Library から最新バージョンの WinActor へ

のアップデートが容易にできるようになりました（図 4）。 
 

 

 

 
 

図 3：WinActor Brain Cloud Library 画面イメージ          図 4：バージョンアップ通知 
 

(3) オブジェクト認識機能および自動記録モードの充実 
Microsoft UI Automation を利用したオブジェクト認識および Chromium 版 Microsoft Edge の自動記録モ

ードに対応しました。この改善によりオブジェクト認識のカバー率が向上しました。また、従来の自動記録モードで

は指定できず、画像マッチングなどで操作していたアプリケーションに対して自動記録が可能になりました。 
 
(4) 画像認識機能 WinActorEye  

WinActorEye は複数の探索条件

を組み合わせて目的のアイコンや

UI を探す高度な画像認識専用ツ

ールです。「形状」「指定色」「色分

布」に着目した画像検索機能をアイ

コン認識等に応用させることができ

ます。これを従来の画像マッチング

と合わせてご利用いただくことで画

像認識の精度が向上します。 
 

円形等の形状に着目した検索 

指定色に着目した検索 

色の分布に着目した検索 

※色ヒストグラム 



(5) スクリーンセーバー解除機能 
従来、シナリオ実行中に長時間の待機が発生する場合や、ユーザーのいない時間帯にシナリオ実行させる

場合に、スクリーンセーバーが起動しているために、シナリオの実行が失敗するケースがありました。本機能

により自動的にスクリーンセーバーを解除してシナリオを実行させることができます。また、シナリオ実行中は

スクリーンセーバーが起動しないよう設定することもできます。 
 

(6) その他追加機能 
 シナリオファイルから別のシナリオファイルを呼び出すことや呼び出し履歴の参照が可能 
 シナリオ実行時間をノードごとに確認し、ボトルネックの調査が可能 
 フォントサイズや付箋の表示切替などユーザーによるカスタマイズが可能 

 

■第 9 回技術経営・イノベーション大賞 選考委員特別賞受賞 
「技術経営・イノベーション大賞」は世の中を変革する優れたイノベーション事例を表彰し、次世代の経営者、技術者

への参考に供し、さらなるイノベーションの推進に資し経済の発展、社会の変革、グローバル競争力の向上、SDGs 
等に貢献することを目的として設立されました。 

WinActor は働き方改革への貢献や自治体への支援が評価され、選考委員特別賞を NTT-AT、NTT アクセスサ

ービスシステム研究所、株式会社 NTT データの 3 社で受賞いたしました。 
 
■WinActor について 

WinActor は、NTT アクセスサービスシステム研究所で研究開発され

た技術をベースに、NTT-AT が商品化した純国産の RPA です。

Windows アプリケーション、Webアプリケーションで行うさまざまな PC 操作を「シナリオ」として記録し、自動化します。

定型的な繰り返し作業や、大量データを扱う作業を正確に再現することが可能です。さらに、既存システムに手を加え

ることなく、これまで人手で行ってきた複雑な操作や複数システムにまたがるデータの投入を自動化し大幅な効率・品

質・コスト改善につなげることができます。WinActor は、企業等の働き方改革・業務効率化に貢献するツールとして注

目され、日本企業の業務にマッチした RPA として、金融業から物流・小売業まで幅広い分野の 6,000 社を超える企業

に導入いただいています。大企業のほか中堅・中小企業や全国の自治体にも利用者が増え続けています。 
WinActor Ver.7 シリーズは初心者から上級プログラマーまで「つまずかない、つまずいても転ばない」をコンセプト

に、ユーザーインタフェースの刷新、ユーザーエクスペリエンスの改良によりご好評いただいています。 
 
 
※ WinActor は NTT アドバンステクノロジ株式会社の登録商標です。 
※ 記載された会社名及び製品名は、各社の商標または登録商標です。 
 
 
 
 
 
 
 
 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


